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心の孤立を防ごう
愛知県・名古屋市立一柳中学校・三年
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　五月、僕の中学校に愛知県警の警察官が来た。「薬物乱用防止講話」と題して、薬物の恐ろしさ、薬物に手を出すのは若者が多いこと、更生は難しく、再犯率が高いことなど、詳しい話を聞く機会があった。

　ちょうどその頃、自宅で購読している新聞でも罪を犯した人々の特集記事が一年以上にわたって連載されており、興味深く読んでいるタイミングだった。僕は、警察官の話を聞きながら新聞記事の内容を思い出し、更生が必要な人と社会とのつながりについて、更に深く知りたいと思った。そこで、夏休みに入ってすぐ、名古屋地方裁判所へ向かった。

　「主文、被告人を懲役八年の刑に処する。未決拘留二〇〇日を算入する。」これは、僕が人生で初めて傍聴した刑事裁判の判決だ。その内容には、強盗や詐欺など恐ろしい言葉が並んでいたが、入廷した被告人を見て驚いた。日頃、僕が街ですれ違う人々と何も変わらない若い男性だったからである。しかし、犯した罪は重く、三名の裁判官と六名の裁判員、検事、弁護士、書記官、そして大勢の傍聴人で埋まった厳粛な法廷で判決は響いた。僕はとても残酷に感じ、「八年」と告げられた被告人の心情を考えた。八年後、目まぐるしく変わる世の中について行けるのか。仕事は見つかるのか。頼れる人はいるのだろうか。

　僕がそんなことを考えていると、裁判長が被告人から預かった文面を読み上げた。それは「悪い関係を断ち、社会復起のため勉強も頑張り、定職につき、真面目に生きる」という内容で、被告人の強い意志や決断を感じた。

　閉廷前、裁判長は、「まだ若いからやり直せます。しっかり反省し、家族のためにも頑張って、社会復起してください」と温かく優しい言葉をかけた。被告人は、しっかり二度うなずいていた。重い判決のわりには、意外なほど温かく優しい口調だったので、少しほっとした。被告人も僕と同じように感じただろうか。

　彼らの立ち直りを支える活動をしているのが保護司である。裁判の翌週、知人を通じて保護司に話を聞くことができた。その方は、僕の訪問を二つ返事で引き受けて下さった。中学生が活動に興味をもっているということを、とても喜んでいるように感じた。

　保護司の方は、活動内容や経験談を、全く知識のない僕に分かりやすく話してくださった。話を聞き、僕は考えた。罪を犯した人々に共通していることは、相談できる仲間がいないことかもしれない。だから、心が孤立しているのだと思う。相談できる仲間がいれば、楽しく過ごせる仲間がいれば、きっと道を間違えなかったはずだ。気に掛け、寄り添う人がいれば、罪を犯した人も立ち直ることができるかもしれない。

　また、犯罪を未然に防ぐための活動も重要で、これは、僕の学校に来た警察官の講話のことを指している。学校などで、こういった時間を設けることの重要性を感じた。

　実際に、僕も新聞記事を読んだこと、学校で話を聞いたことがきっかけで裁判所へ行き、更に保護司の活動について知ることができた。

　この経験をどのように生かせばよいのか。

　まだ中学生の僕に、保護司のような活動はできない。しかし、家族や友人との日常会話の中で、社会の問題について話し合うことはできる。皆が関心を持つことが大切なのだ。

　僕の家族は、みんなよくしゃべる。僕と弟は競うように一日の出来事を家族に話す。父母も、仕事やＰＴＡなどの出来事を話すし、学生の頃の思い出話を聞くのはおもしろい。お薦めの本や新聞記事も教えてくれる。

　社会に関心をもつということは、こういった何気ない日常も当てはまるのかもしれない。そして、何でも話せる家族の存在はとても大きいのだ。

　僕は父の仕事の関係で、何度か転校を経験したが、人間関係に苦労はなかった。社交的な性格なので、すぐに友達もできた。しかし、そうでない人もいる。学校、仕事が思うようにいかず、生きづらさを感じている人が多いらしい。今後、もしそういった人が周りにいたら、積極的に声を掛けて明るい雰囲気を広げていこうと思う。それが弧を描くようにどんどん広がれば、心の孤立を感じる人も減り、非行や犯罪を防ぐことになるだろう。　
僕には、今より明るい社会が見えてきた。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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